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問１ 
【出題の意図】 

植物の進化的な成り立ちと、植物独自の機能を活用するための基礎的な知識や技術につ

いて論述する問題である。植物バイオテクノロジーを理解するうえでは、方法や技術の名称

だけでなく、その原理や目的についても理解しておくことが重要である。 

 
(1) 植物細胞の成り立ちに関する理解を問う問題である。 

(2) 光合成のしくみを問う問題である。 

(3) DNA を用いた種同定を問う問題である。 

(4) 組織培養技術を問う問題である。 

(5) (4)と同様に組織培養技術を問う問題である。 

 
問２ 

【出題の意図】植物の環境応答に関する知識と、その応答制御に基づく品種改良の方法に

ついて論述する問題である。分子機構の理解に基づいて植物機能を開発する研究が重要に

なるため、環境応答をはじめとする生理現象を制御する分子レベルのしくみについて理解

を深めておくことが望まれる。 

 

(1) 植物の基礎知識を問う問題である。 

(2) 環境刺激の知識を問う問題である。 

(3) ストレス応答の解析方法を問う問題である。 

(4) 植物育種の知識を問う問題である。 


